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図1 集合写真
2025年8月20日から9月2日にかけての約2週間、建築学部3コースの2年生38名がバルセロナ・アーキテクチャー・センター（BAC）のプログラムに参加した。本プロ
グラムでは、ルーマニアのイオン・ミンク建築都市大学およびテキサスA&M大学の学生と交流を行いながら、共同で設計課題に取り組んだ。
課題の敷地はバルセロナ湾外の防波堤であり、「都市と海をつなぐ建築」をテーマとして構想を行った。これまでの授業では扱うことの少ない大規模な計画課題で
あり、グループワークによる協働的な設計プロセスを通じて多くの学びを得た。
授業の合間には、市内の街歩きや著名建築の見学、設計事務所の訪問なども実施され、実際の建築空間や都市のスケールを体感する貴重な機会となった。異
国の地での共同生活や他大学の学生との交流、英語による専門的な講義や設計課題への挑戦は、学生にとって極めて刺激的で実り多い経験となった。
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